
１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします． 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします．（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります．） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

社会基盤メンテナンス工学 

Infrastructure Maintenance 
Engineering 

選 中本 純次 
５年生 

環境都市工学科 
１ 

半期 

週 ２時間 

授業概要 

多くの橋梁が建設後50年を経過し，一斉に老朽化することが懸念されることから，長命化を図るとともに，効

率的な維持管理が求められている．本科目では，コンクリートおよび鋼コンクリート複合構造物を対象に，

劣化の現状把握と予測，劣化の診断，補修・補強技術などについて解説する． 

到達目標 
我が国の社会資本整備の現状と課題について説明が出来る（C）．コンクリート構造物の劣化メカニズムと検

査技術について説明できる（C）．補修・補強技術について，概説出来る（C）． 

評価方法 定期試験（７０％），平常試験および課題成果物（３０％）により評価する． 

教科書等 
【教科書】コンクリート構造診断工学，魚本健人・加藤佳孝，オーム社，【参考書】2007年制定 コンクリート標

準示方書［維持管理編］，土木学会， コンクリート構造物のマテリアルデザイン，魚本健人，オーム社 

 内  容  学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

シラバスの説明，レディネスチェック，社会資本ストック 

社会資本ストックの現状と課題，構造物の劣化 

早期劣化の要因，初期欠陥 

コンクリート構造物の劣化 

中性化・塩害・凍害 

アルカリシリカ反応，疲労，化学的侵食 

維持管理計画 

長命化の現状 

C 

C  

C 

C 

C 

C 

C 

C 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

非破壊検査方法の種類 

非破壊検査技術概論 

コンクリート構造物の診断 

劣化予測・評価・判定 

補修工法概論 

補強工法概論 

診断・補修事例 

C  

C 

C 

C 

C 

C 

C 

    

   

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE ａ b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
Ａ Ａ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｄ Ｃ Ｂ 

   ◎       



社会基盤メンテナンス工学 ５年 

 

第１週 

 シラバスの説明を行う．半期の講義の流れや注意事

項について説明するとともにレディネスチェックを行

う． 

コンクリート構造物はメンテナンスフリーと考えられていた

時期があったが，1970年代になると様々な劣化が顕在化

し，構造物の設計・施工に大きな影響を及ぼすことになっ

た．多くの橋梁が建設後50年を経過し，一斉に老朽化す

ることが懸念されることから，大量の構造物をほぼ同時に

維持管理する必要があり，長命化を図るとともに，効率的な維持管理が求められている． 

第２週～４週 

 我が国の社会資本整備の現状を把握するとともに，劣化の状況（健全度）を正し

く評価するとともに，将来にわたっての劣化予測を行う必要がある．そのためにも，

多くの劣化要因や初期欠陥，構造物としての劣化について，学習する． 

第５週～６週 

 コンクリート構造物の具体的な劣化，かぶりコンクリートの中性化，塩化物イオ

ンによる鋼材の腐食，凍結融解作用によるコンクリートの剥落，アルカリシリカ反

応によるコンクリートのひび割れ，活荷重による疲労損傷，化学薬品あるいは

微生物による化学的侵食などについて，個別具体的に劣化メカニズムを学習す

る． 

第７週～８週 

 維持管理計画は，予定供用期間において構造物の性能を許容範囲内に保持す

るための行為であり，点検，劣化機構の推定及び劣化予測，性能の評価，対策

の要否の判定，対策の実施，記録によって構成される．行政の予算逼迫にあっ

て，安全を確保しながら如何に効率的に維持管理を行うか，継続的に行えるよ

うに予算の平準化等も必要になってくる．ここでは，維持管理計画と長

命化計画の動向について概説する． 

第９週～１０週  

 多くの構造物あるいは部位部材の点検を効率よく，また必要な精度を

もって行うことは非常に重要である．削孔やはつりは確実な方法ではあ

るが，内部鉄筋の切断のおそれや断面の損傷等の欠点がある．それに対

する対策として，断面を損傷させない非破壊検査が研究開発され主流と

なってきている．ここでは，非破壊検査の種類や方法について概説する． 

第１１週～１２週  

 非破壊検査等により詳細点検を行ったのち，その情

報を如何に活用するか．すなわち，健全度（劣化度）

を評価し，対策の要否を判断する必要がある．ここで

は，それらの診断・評価・判定について概説する． 

第１３週～第１５週 

 対策には，点検強化，補修，補強，修景，使用性回

復，機能性向上，使用制限，解体・撤去があるが，ラ

イフサイクルコスト等を考慮した上で総合的に判断し

て対策を講じる必要がある．ここでは，対策工法の内，

補修・補強工法を取り上げ概説する．また，実施工さ

れた事例について，紹介する． 


